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　　　　　　第30回非開削技術講演会（2023年）を開催／下水道展’23 札幌
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34 　・複数の曲線施工で力を発揮するジャット工法
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43 　・帯水砂層に対応したスピーダーパス工法
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●事務局報告
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XR技術の普及
　ラムサス工法協会は人材の確保と
育成に向けた取り組みとしてXR技
術の利活用を目指しています。
　AR技術は，現場とタブレット内の
空間を重ね合わせ作業ヤードの配置
計画や作業のシミュレーションに使
います。
　VR技術は，仮想空間で直感的作
業手順などのトレーニングと新入社
員教育や施工事例報告にも活用して
います。

ラムサス工法協会
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